
R1 SG台湾 FW 
11/19（火） 
	 今日は最後の訪問場所、政治大学附属高級中学で現地高校生と交流しました。まずは校

長先生をはじめとする先生方とご挨拶、互いの学校紹介を行いました。 
	 その後、講堂へ移動し、高校生との交流です。 
	 同い年くらいの生徒達に対して、再び学校紹介を行いました。応援歌とさんさ、そして

「上を向いて歩こう」を披露。3回目ともなればさすがの完成度を示し、現地の皆さんも好
評を得ました。 
	 次はプレゼンバトルです。 
	 本校と政治大附属高の生徒が交互にプレゼンを行い、質疑応答を英語で行いました。英

語圏の文化では、オーディエンスの構えとして、発表者に対して一番報いるのが、質問を

することです。「私はあなたの話に関心があります」「ちゃんとあなたの話を理解したいの

で、私がわからなかった部分を教えてください」こうしたメッセージが質問に含まれるの

ですね。正時代附属高の生徒はとても英語が達者で、本校生徒は流暢な英語に食らいつく

のも大変な中、たくさん質問をしており、国際人としての素地を垣間見ました。 
	 政治大附属高の先生方に美味しいお弁当と最高のタピオカミルクティーを準備していた

だき、生徒達と一緒に楽しく食べました。 
  午後は物理の特別授業を受けました。レーザーポインターの光が、特定の液体を透過す
るかどうかという実験と、VR体験を行いました。詳しいことはわかりませんが、前者の実
験では、液体をいくつか混合させると、レーザーポインターの光が変色しました。VRでは
電子と陽子の衝突をシミュレーションするゲームを行いました。すごいなぁ、楽しいなぁ

とは思いましたが、スペクトルと電子と陽子を同時に学んだのには、何か関係があるので

すか？物理の先生、あとで教えて！ 
	 最後に拓碑体験を、本日バディとして 1 日付き合ってくれた生徒さんと一緒に行いまし
た。拓碑とはなにか、説明が難しいので写真で確認していただければと思いますが、先人

の残した素晴らしい文字を、お手製の版画にしてお土産にする、台湾では割とよくある風

習もようです。 
	 長い旅もこれで予定されていた活動は終了です。同世代の子達と触れ合えたせいか、そ

れとも研修を一通りやり通せた達成感からか、今日はいつもよりテンションが高いように

感じました。明日はただ帰るのみですが、盛岡の自宅に着くまで気を抜かないでほしいで

す。 
 

 

メニューへ戻る
翌日へ

http://www2.iwate-ed.jp/mo1-h/sgh/sg_kaiha_R01_index.html
http://www2.iwate-ed.jp/mo1-h/sgh/img/sg_kaiha_R01_14.pdf


 

 

 



 

 

 



 

 

 
 



 

 

 

 


